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-２-風格ある県都を目指すまちづくり構想（概要）

【福島駅前周辺エリア】

東口再開発
➡高次の都市機能の集積・強化
➡商業機能、業務機能、宿泊機能、居
住機能、コンベンション機能などの
整備

コンベンション施設
➡公会堂機能、市民会館の一部機能を
統合化
➡コンベンション機能の強化

ふくしまの顔づくり・賑わいの形成
➡西口大庇の整備や西口エールビジョ
ン、東口デジタルサイネージの設置、
シティ・ドレッシング事業により賑
わいを形成

新東西自由通路
➡検討課題を踏まえた中長期的な調査
研究

図書館本館
➡基本的な方向性やコンセプト、適
地、複合化等の検討

サッカースタジアム
➡検討課題を踏まえた中長期的な調査
研究



-３-風格ある県都を目指すまちづくり構想（福島駅周辺）



-４-街なかのこれまでの取組み

街なかの新しい動き

西口

ＪＲ福島駅
東口

県庁通り

駅西口大庇美装化

パセオ通
り

古関裕而
ストリート

⑧

⑤

③歩行者天国定期化（軽トラ市）

⑧県庁通りアーケード改修

⑦パセオ通りバリアフリー化

古関裕而メロディーバス

⑨

⑪

⑨（仮称）市民センター整備

エールビジョン

④③

⑦創業ゾーン

⑥県立医大保健科学部開設ほか、大原綜合病院・福島赤十字病院移転新築

⑥

④新まちなか広場整備

①クリエイティブビジネスサロン

①

カリヨン時計

②

⑤東口再開発事業

②駅前地下歩道ストリートピアノ
階段アート、新・街なか交流館

花の写真館
リニューアル

⑪古関裕而記念館リニューアル

⑩

シェアサイクル

⑩消防庁舎の再整備計画

（イメージパース）


